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第 1 回広島県循環器緩和ケア研究会 
 日時：2019 年 1 月 12 日（土）15：00～17：00 場所：広島大学広仁会館 2 階大会議室 
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①「どのようにすれば、各施設で心不全緩和ケアの実施母体を作

ることができるか。」ἲ Ḳ

Ḳ

                                                                      

②「がんと心不全では病気の成り立ちや患者さんが思っている概念が違うように思うが、どうか。」ἲ Ḳ
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③「地域では、どのようにすれば医療従事者間でコミュニケーションを図り、心不全緩和ケアを展開していけるか。」⇒

Ḳ Ī ACPĪ

                                                                           

④「病棟の認識や退院後の退院後の患者のフォローアップについての現状を教えてほしい」ἲ Ḳ 2015

ACP

ACP

                                                               

⑤「がんの場合は、最期は緩和ケア病院に入院して対応されているが、心不全の場合は、家で苦しくなるのが特徴である。自

宅での管理や日々の辛さの共有が大切だが、どのようにして支援体制を構築することができるか。」ἲ Ḳ
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